
①有形固定資産減価償却率
　類似団体平均値と比較して大きく低い理由は、整
備年が遅いことと、処理場がなく、耐用年数の短い
電気機械設備が少ないためである。
②管渠老朽化率
　耐用年数を経過した管渠がないため発生していな
い。
③管渠改善率
　令和３年度は、管渠の更新を行っていない。必要
があればその都度更新を行っていく。

2. 老朽化の状況

全体総括

　当町の下水道４事業のうち、公共下水道事業は、
住宅密集地区であるため、経営は比較的良好であ
る。
　今後は、管路の老朽化、マンホールポンプ設備の
更新が発生するため、ストックマネジメント計画を
策定し、費用の平準化を図り、併せて維持管理に係
る経費削減に努める。

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

- 53.24 62.18 100.00 3,630

処理区域内人口(人) 処理区域面積(km2) 処理区域内人口密度(人/km2) －

2. 老朽化の状況について

類似団体平均値（平均値）

7,806 3.97 1,966.25 【】 令和3年度全国平均

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率
　おおむね100%で推移している。総収益のうち他会計か
らの補助金が19.62％占めている。
②累積欠損金比率
　現在、累積欠損金は発生していないが、マンホールポ
ンプ機器の更新や修繕費用が増加しているため、ストッ
クマネジメント計画を策定し、修繕費用の平準化等、効
果的な機器の更新を行なう。
③流動比率
　100%に満たないもののわずかに向上した。
④企業債残高対事業規模比率
　平成３０年度より比率は、０％となっているが、必要
な更新を先送りしているためであり、今後においても必
要最低限の更新を行い、経営の健全化を図っていく。
⑤経費回収率
　令和２年度における使用料の改定や、供用開始区域の
拡張により、収入は増加している。また、臨時的な費用
がなかったため増加した。
⑥汚水処理原価
　経費回収率と同じく、使用料収入は増加した中で、臨
時的な費用がなかったため減少した。
⑦施設利用率
　津山浄化センター（津山市）に接続しているため、
０％である。
⑧水洗化率
　既整備地区の水洗化人口は増加しているが、面整備に
よる新たな整備済地区も増加しているため、前年度並み
の推移にとどまっている。

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円)

12,610 419.68 30.05 ■ 当該団体値（当該値）法適用 下水道事業 公共下水道 Cd2 非設置

経営比較分析表（令和3年度決算）
岡山県　鏡野町

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
) グラフ凡例

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

3.00

3.50

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 - 2.89 0.00 2.34 0.00

平均値 - 0.12 0.10 0.32 0.10
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40.00

60.00

80.00

100.00
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H29 H30 R01 R02 R03

当該値 - 101.34 100.34 102.48 101.91

平均値 - 106.83 109.21 107.81 107.54
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5.00

10.00

15.00
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H29 H30 R01 R02 R03

当該値 - 2.42 4.75 7.00 9.15

平均値 - 26.06 24.10 19.93 21.94
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H29 H30 R01 R02 R03

当該値 - 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 - 0.00 0.00 0.00 0.00

①経常収支比率(％)
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H29 H30 R01 R02 R03

当該値 - 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 - 22.02 15.73 18.20 19.06
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100.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 - 80.23 80.48 80.81 88.71

平均値 - 68.04 57.26 48.56 47.58

0.00

200.00

400.00

600.00

800.00

1,000.00

1,200.00

1,400.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 - 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 - 1,048.23 1,130.42 1,245.10 1,108.80
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20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 - 94.70 84.60 104.07 118.80

平均値 - 78.92 74.17 79.77 79.63
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H29 H30 R01 R02 R03

当該値 - 150.89 171.94 151.15 131.53

平均値 - 220.31 230.95 214.56 213.66
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当該値 - - - - -
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90.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 - 75.82 76.56 76.54 74.63

平均値 - 83.35 83.16 82.06 82.26

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【107.02】 【3.09】 【71.39】 【669.11】

【95.72】【59.99】【134.98】【99.73】

【38.17】 【6.54】 【0.24】



①有形固定資産減価償却費率
　類似団体平均値と比べ、わずかに下回っている
が、上昇傾向であるため、１０年経過を目途に処理
施設機器等の更新計画を検討する必要がある。
②管渠老朽化率
　耐用年数を経過した管渠がないため、発生してい
ない。
③管渠改善率
　整備年が遅く、更新することがないため実績がな
い。

2. 老朽化の状況

全体総括

　当町の下水道４事業のうち、特定環境保全公共下
水道は、区域内人口が少なく、また、事業計画時に
あった観光施設も事業縮小や廃業が続き、経費回収
率の向上が困難な状態である。
　隣接する農業集落排水処理区の統合を行うことで
料金収入を増加させ、併せて維持管理に係る経費削
減に努める。

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

213 0.16 1,331.25 【】 令和3年度全国平均

処理区域面積(km2) 処理区域内人口密度(人/km2) －

2. 老朽化の状況について

類似団体平均値（平均値）

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率
　令和３年度においては、新型コロナウイルス感染症対策に
より観光施設の利用が落ち込み、料金収入が減少したもの
の、概ね１００％を維持している。なお、総収益のうち、他
会計からの補助金が43.52％を占めている。
②累積欠損金比率
　現在、累積欠損金は発生していないが、処理施設における
機器の更新や修繕費用が増加しているため、ストックマネジ
メント計画を策定し、修繕費用の平準化等、効果的な機器の
更新を行なう。
③流動比率
　近接の農業集落排水処理区を取り込んだことにより建設改
良費が発生したため、減少となった。
④企業債残高対事業規模比率
　平成３０年度より比率は、０％となっているが、必要な更
新を先送りしているためであり、今後においても必要最低限
の更新を行い、経営の健全化を図っていく。
⑤経費回収率
　昨年度比で微増ではあるが、類似団体平均値よりも大きく
差がある。近接処理区の統合による経費の増加を防ぐため、
経営の健全化を図っていく。
⑥汚水処理原価
　昨年度比で微減となったが、類似団体平均値より著しく高
額になっている。今後は、維持費の効率化等により経営の健
全化を図っていく。
⑦施設利用率
　事業計画時に比べ、観光施設が減少し、汚水量が減少した
ため、処理施設の利用率が低下している。近接処理区との統
合による稼働率の向上を見込んでいる。
⑧水洗化率
　令和３年度の水洗化率は、類似団体平均値に追従してい
る。人口の減少等による水洗化率の減となったが、引き続
き、水洗化の普及に努める。

資金不足比率(％)

- 63.24 1.70 100.00 3,630

自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円)

12,610

処理区域内人口(人)

419.68 30.05 ■ 当該団体値（当該値）法適用 下水道事業 特定環境保全公共下水道 D2 非設置

経営比較分析表（令和3年度決算）
岡山県　鏡野町

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
) グラフ凡例

0.00

0.05

0.10

0.15

0.20

0.25

0.30

0.35

0.40

0.45

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 - 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 - 0.09 0.06 0.39 0.10

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 - 99.98 102.01 99.26 95.85

平均値 - 98.03 101.38 105.78 106.09

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 - 5.79 11.59 16.36 20.60

平均値 - 15.02 13.20 21.36 22.79

0.00

0.01

0.02

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 - 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 - 0.00 0.00 0.01 0.01

①経常収支比率(％)

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00
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H29 H30 R01 R02 R03

当該値 - 0.77 0.00 11.93 67.47

平均値 - 179.15 360.63 63.96 69.42

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 - 96.07 102.25 89.76 52.97

平均値 - 131.48 75.33 44.24 43.07

0.00

200.00

400.00

600.00

800.00

1,000.00

1,200.00

1,400.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 - 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 - 1,269.15 1,087.96 1,258.43 1,163.75
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20.00

30.00
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50.00
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H29 H30 R01 R02 R03

当該値 - 15.57 15.35 13.77 16.89

平均値 - 63.97 59.67 73.36 72.60

0.00

100.00

200.00

300.00

400.00

500.00

600.00

700.00

800.00

900.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 - 710.13 746.21 774.11 645.38

平均値 - 256.82 270.60 224.88 228.64

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

35.00

40.00

45.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 - 23.00 22.83 20.33 23.33

平均値 - 37.46 37.65 42.40 42.28
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H29 H30 R01 R02 R03

当該値 - 83.26 82.94 83.57 80.75

平均値 - 67.46 67.37 84.19 84.34

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【105.35】 【63.89】 【44.07】 【1,201.79】

【85.24】【42.57】【216.39】【75.31】

【25.87】 【0.01】 【0.15】



①有形固定資産減価償却率
　類似団体平均値と比較して、低い水準となってい
るものの類似団体平均値は減少傾向にある中で、鏡
野町は上昇傾向にあるため、今後の更新計画を策定
し、改善をする必要がある。
②管渠老朽化率
　耐用年数を経過した管渠が無いため、発生してい
ない。
③管渠改善化率
　整備から年数が経過していないため、更新を行っ
ていない。

2. 老朽化の状況

全体総括

　当町の下水道４事業のうち、農業集落排水事業
は、そのほとんどの事業区域が過疎地域であり、ま
た地形の性質上、マンホールポンプが多く、その維
持管理費が増大となっているため、経費回収率の向
上が困難な状態である。
　隣接処理区の統合を進め、維持管理に係るコスト
削減に努める。

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

2,014 1.10 1,830.91 【】 令和3年度全国平均

処理区域面積(km2) 処理区域内人口密度(人/km2) －

2. 老朽化の状況について

類似団体平均値（平均値）

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率
　概ね１００％で推移している。総収益のうち、他会計
からの補助金が29.46％を占めている。
②累積欠損金比率
　令和３年度は、老朽化等による機器の更新や修繕費用
が増加した。今後も増加する見込みである。
③流動比率
　類似団体平均値よりは高い傾向にあるが、企業債の償
還が続く。今年度より機能強化事業にて借入を行った起
債の償還が開始された。
④企業債残高対事業規模比率
　当町の比率は、０％となっているが、必要な更新を先
送りしているためであり、今後においても必要最低限の
更新を行い、経営の健全化を図っていく。
⑤料金回収率
　類似団体平均値よりも大きく差がある。処理区の統合
により、経費の軽減を行う等、経営の健全化を図ってい
く。
⑥汚水処理原価
　類似団体平均値より著しく高額となっている。汚水処
理費の高騰によるもので、今後処理区の統合などにより
経営の健全化を図っていく。
⑦施設利用率
　事業計画時に比べ、人口の減少により、汚水量が減少
したため、処理施設の利用率が低下している。近接処理
区との統合による稼働率の向上を見込んでいる。
⑧水洗化率
　類似団体平均値と同水準で比較的高水準となってい
る。今後についても地区内の水洗化に努める。

資金不足比率(％)

- 65.32 16.04 100.00 3,630

自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円)

12,610

処理区域内人口(人)

419.68 30.05 ■ 当該団体値（当該値）法適用 下水道事業 農業集落排水 F2 非設置

経営比較分析表（令和3年度決算）
岡山県　鏡野町

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
) グラフ凡例
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当該値 - 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 - 0.01 0.02 0.25 0.05
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平均値 - 101.77 103.60 106.37 106.07
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当該値 - 4.27 8.35 12.01 15.34
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0.90

1.00

H29 H30 R01 R02 R03

当該値 - 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 - 0.00 0.00 0.00 0.00

①経常収支比率(％)
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【104.16】 【128.23】 【34.77】 【786.37】

【86.91】【61.14】【256.97】【60.65】

【24.95】 【0.00】 【0.03】



①有形固定資産減価償却率
　類似団体平均値と比較して低い水準にあるものの
鏡野町は上昇傾向にあるため、今後の更新計画を策
定し、改善をする必要がある。
②管渠老朽化率
　耐用年数を経過した管渠が無いため、発生してい
ない。
③管渠改善化率
　整備から年数が経過していないため、更新を行っ
ていない。

2. 老朽化の状況

全体総括

　当町の下水道４事業のうち、林業集落排水事業
は、事業区域が過疎地域であり、また地形の性質
上、比較的マンホールポンプが多く、その維持管理
費が増大となっているため、経費回収率の向上が困
難な状態である。
　処理方法を含めて検討していく必要がある。

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

58 0.11 527.27 【】 令和3年度全国平均

処理区域面積(km2) 処理区域内人口密度(人/km2) －

2. 老朽化の状況について

類似団体平均値（平均値）

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率
　概ね類似団体平均値と同程度で推移している。総
収益のうち、他会計からの補助金が41.54％を占め
ている。
②累積欠損金比率
　令和３年度は、老朽化等による機器の更新や修繕
費用が増加した。今後も増加する見込みである。
③流動比率
　類似団体平均値よりは高い傾向にあるが、企業債
の償還が続き、今後もゆるやかに減少する。
④企業債残高対事業規模比率
　当町の比率は、０％となっているが、大規模な更
新を先送りしているためであり、今後においても必
要最低限の更新を行い、経営の健全化を図ってい
く。
⑤料金回収率
　類似団体平均値よりも大きく差がある。処理区内
の人口の減少による料金収入の減少であり、今後、
処理方式の検討を含めて検討していく必要がある。
⑥汚水処理原価
　類似団体平均値より著しく高額となっている。機
器更新等の維持管理費の発生によるものである。
⑦施設利用率
　事業計画時に比べ、人口の減少により、汚水量が
減少したため、処理施設の利用率が低下している。
⑧水洗化率
　類似団体平均値と比べ、低水準となっている。今
後についても地区内の水洗化に努める。

資金不足比率(％)

- 77.83 0.46 100.00 3,630

自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円)

12,610

処理区域内人口(人)

419.68 30.05 ■ 当該団体値（当該値）法適用 下水道事業 林業集落排水 G2 非設置

経営比較分析表（令和3年度決算）
岡山県　鏡野町

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
) グラフ凡例
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①経常収支比率(％)
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当該値 - 72.31 75.00 76.67 74.14
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【94.43】 【528.12】 【15.34】 【281.54】

【91.09】【40.17】【527.91】【35.92】

【36.13】 【0.00】 【0.00】


